
１１月２４日（土）
開場　１９：３０
開演　２０：００～

MC　２８００ 円＋２drinks order
(２ステージ 入替なし　途中入場可) (1drink=６００円～)
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鈴⽊大介
作曲家の武満徹から「今までに聴いたことがないようなギタリスト」
と評されて以後、新しい世代の⾳楽家として常に注目され続けている。
マリア・カナルス国際コンクール第3位、アレッサンドリア市国際ギタ
ー・コンクール優勝など数々のコンクールで受賞。現代⾳楽の初演や、
アンサンブルとコンチェルトの膨大なレパートリーでの、明晰な解釈
⼒と洗練された技術は、多⽅⾯からの評価を確⽴し、難度の⾼いプロ
ジェクトにおけるファースト・コール・ギタリストの位置を維持して
いる。これまでに、池辺晋⼀郎、⻄村朗、猿谷紀郎、和⽥薫、伊左治
直、各⽒らほかの作曲家からギター協奏曲を含む多くの作品の初演を
依頼されている。2013年にはサントリー・サマー・フェスティバル
において、野平⼀郎作曲「エレクトリック・ギターとオーケストラの
ための炎の弦」を演奏、またソリストとして参加した東京シンフォニ
エッタによるCD「天⼥散花」はレコードアカデミー賞現代⾳楽部門を
受賞した。

尾花毅
1967年神奈川県平塚市に⽣まれる。幼少期をドイツで過ごし8歳からク
ラシックギターを始める。帰国後は、ロックに目覚め、自⾝のオリジナ
ル曲を演奏するプログレッシブハードロックバンドで活動する。大学を
卒業する頃、トニーニョオルタの弾くギターに魅せられ、ブラジル⾳楽
に没頭する。2005年頃から7弦ギターを使用し始め、それ以降ショーロ
における7弦ギターの奏法をベースとした独自のスタイルを確⽴させる。
THEシャンゴーズ、SonDeCribe、Grupo Cadencia、サンバオペラ等
のグループに参加している他、様々なソリストの伴奏やセッションで年
間150本程度のライブを⾏っている。


